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技の1氏 校の術

森 和扶 鍛 齢勧 開勝 辞め

職人の仕事

大学のキャンパスあはずれに漆の木が数本植わっ

ている。知る人のみ知る漆の木だ。あのかぷれる漆

である。学生の造形実習の中で使用していると聞く。

いうまでもなく漆を尊Flにしている工芸作家でもあ

る造形工学科の先生が植えたものである。

ずいぶん前のことになるが、この学会が研究会と

呼ばれていた頃、rT究会で漆作家の工虜を訪ねたこ

とルギあった。工房見学の参加者は20人位であったと

思う。訪問先は替名な漆作家である音丸先生のお宅

である。私にとって東京本郷にあるそのおそでの見

Ellは今でも鮮砕1な印象として残っている。二lLTのエ

房やガラス赳しのに、茶室での作品館賞と懇酸など

昨日のようにSい 出す軍ができる。刃物で漆の口を

百分の一ミリの精度でHlるという作業もそうである

が、構想から木地づくり、塗りと犠線、そして彫り

と進んで行く工程の中にさまざまな枝のありようを

見たものだった。特に日課としてのデッサンのこと

は印家深tヽ 3次元のものを2次元に置き換えるト

レーニングをしているのだという。庭の本や車花の

デッサンを欠かさず行うのである。3次元の立体物

を作成するには物体の次元変換が要であるのだ。こ

の日課の中には単に次元変換にとどまらず多くの

「技の源Jが 含まれているに違いないと思った。職

人の行為が合理的で実的にも優れたものであるのは

その行為が科学的にも得心のゆくものであるからで

あろう。

書はすなわち理なり、理はすなわち事なり

黒口亮民の 「勘の研究Jの 中に登場する―刀斎先

生剣法書に 「事 (わざ)はすなわち理 (り)な り、
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能力としてこれらの上分撃子がなければならない。作  え るとき、現代に生きる技術者、法能者のこれから
す者が自党しているといないとにかかわらず、現代  の ありようがこれまでとは違った視点で間われてい
の生産はそのように仕向けられているのであり、作  る と言えないだろうか。

業者はそのように振るalってぃるのである。そう考
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